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１

ペ
ー
ジ

規
　
則

◯
秋
田
県
総
合
食
品
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
一
一
・
試
験
研
究
推
進
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
一
二
・
試
験
研
究
推
進
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
一
三
・
試
験
研
究
推
進
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一

四
・
医
務
薬
事
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
五
・
県
民
文
化
生
活
課
）
…
…
…
…
…
２

◯
家
畜
防
疫
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
家
畜
保
健
衛
生
所
長

に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
六
・
農
畜
産
振
興

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
八
郎
潟
防
潮
水
門
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
（
一
七
・
農
地
整
備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
森
林
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証

明
書
の
携
帯
等
に
関
す
る
規
則
（
一
八
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
…
３

◯
秋
田
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導
入
促
進
基
金
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
九
・
商
工
業
振
興
課
）
…
…
…
…
…
５

◯
秋
田
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二

〇
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
一

・
港
湾
空
港
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

秋
田
県
総
合
食
品
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
十
一
号

秋
田
県
総
合
食
品
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
総
合
食
品
研
究
所
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
秋
田
県
規
則
第
二

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加

え
る
。

第
五
条
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
」
を
「
様
式
に
よ
る
届
出
書
」

に
、
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

別
表
分
離
用
超
遠
心
機
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
混
合
ガ
ス
透
過
率
測
定
装
置
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
二
号

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
秋
田
県
規

則
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加

え
る
。

第
六
条
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
表
超
高
倍
率
三
次
元
複
合
顕
微
鏡
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
ワ
イ
ヤ
ー
カ
ッ
ト
Ｎ
Ｃ
放
電
加
工
機
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
人
間
動
作
感
覚
解
析
シ
ス
テ
ム
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
三
号

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
秋
田
県
規
則
第
四

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
申
請
書
に
」
の
下
に
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を
加

え
る
。

第
六
条
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
表
走
査
型
磁
気
・
光
効
果
測
定
装
置
の
項
、
カ
ー
効
果
測
定
装
置
の
項

及
び
ウ
ェ
ー
ハ
微
細
加
工
シ
ス
テ
ム
の
項
を
削
り
、
同
表
反
応
性
イ
オ
ン
ミ

リ
ン
グ
装
置
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
Ｘ
線
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
四
号

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
秋
田
県
規
則
第
五
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
准
看
護
師
の
再
免
許
の
交
付
の
申
請
等
）
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
三
項
」

に
、
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
、
「
の
再
免
許
」
の
下
に
「
の
交

付
」
を
加
え
、
「
准
看
護
師
再
免
許
申
請
書
に
関
係
書
類
」
を
「
別
に
定
め

る
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
施
行
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
り
」
に
、
「
返
納
す
る
場
合

に
は
、
准
看
護
師
免
許
証
返
納
書
」
を
「
返
納
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
に

規
　
　
　
　
　
　
則

超
伝
導
核
磁
気
共
鳴
装
置

二
、
〇
五
〇
円

高
分
解
能
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
計

一
、
三
五
〇
円

Ｉ
Ｃ
Ｐ
質
量
分
析
装
置

一
、
六
〇
〇
円

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
画
像
処
理
装
置

一
、
四
五
〇
円

ナ
ノ
イ
ン
プ
リ
ン
ト
装
置

二
、
二
〇
〇
円
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２

定
め
る
様
式
に
よ
る
返
納
書
を
添
え
て
、
こ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
に
規
定
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
」
に
、
「
受
け
よ
う
」
を
「
申
請
し

よ
う
」
に
、
「
准
看
護
師
試
験
合
格
証
明
書
交
付
申
請
書
」
を
「
別
に
定
め

る
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
書
類
等
の
様
式
）

第
三
条

法
第
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
准
看
護
師
免
許
証
の
様
式
は
、

別
記
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
申
請
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
よ
っ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
准
看
護
師
籍
の
訂
正
及
び
令
第
六

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
准
看
護
師
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請

二
　
令
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
准
看
護
師
籍
の
登
録
の
抹
消
の
申

請
三
　
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
死
亡
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た

こ
と
に
よ
る
准
看
護
師
籍
の
登
録
の
抹
消
の
申
請

四
　
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
准
看
護
師
免
許
証
の
再
交
付
の
申

請
様
式
第
一
号
中
「
様
式
第
１
号
」
を
「
様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）
」

に
改
め
、
「
第
　
　
号
」
を
削
り
、
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て
」
に
改
め
、

「

」

「
を

」

に
改
め
、
様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
九
号
ま
で
を
削
り
、
様
式
第
一
号
を
別

記
様
式
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

条
第
一
項
の
改
正
規
定
（
「
第
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
三
項
」

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
五
号

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
青
少
年
の
健
全
育
成
と
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭

和
五
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九

条
と
す
る
。

第
七
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ

っ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
別
に
定
め
る
様

式
」
に
、
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
あ
つ

た
」
を
「
あ
っ
た
」
に
、
「
様
式
第
三
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
変
更
の
場
合
に
あ
つ
て
は
様
式
第
四
号
に
よ
る
届
出
書
に

よ
つ
て
、
廃
止
の
場
合
に
あ
つ
て
は
様
式
第
五
号
」
を
「
別
に
定
め
る
様

式
」
に
、
「
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
」
を
「
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
場
合
に
」
の
下
に
「
つ
い
て
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中

「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ

っ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
次
」
の
下
に
「
の
各
号
」
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す

る
。第

四
条
の
見
出
し
を
「
（
有
害
興
行
の
指
定
に
関
す
る
掲
示
）
」
に
改

め
、
同
条
中
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
有
害
図
書
類
が
容
易
に
青
少
年
の
目
に
触
れ
な
い
措
置
）

第
六
条

条
例
第
九
条
第
五
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
青
少
年
が
当
該

有
害
図
書
類
を
見
る
こ
と
を
容
易
に
制
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た
て
そ
の
他
の
物
に
よ
り
図
書
類
を
陳
列
す
る
場

所
の
一
部
を
仕
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
容
易
に
見
通
す
こ
と
が

で
き
な
い
場
所
を
設
け
、
当
該
場
所
に
当
該
有
害
図
書
類
を
陳
列
す
る

こ
と
。

二
　
当
該
有
害
図
書
類
を
、
当
該
書
籍
等
の
背
表
紙
の
み
が
見
え
る
よ
う

に
し
て
陳
列
す
る
こ
と
、
当
該
有
害
図
書
類
の
名
称
の
み
が
見
え
る
よ

う
に
し
て
陳
列
す
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
有
害
図
書
類
の
直
接
人
の
目

に
触
れ
る
部
分
の
う
ち
条
例
第
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
写
真
又
は
絵
を
掲
載
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
み

が
見
え
る
よ
う
に
し
て
陳
列
す
る
こ
と
。

三
　
当
該
有
害
図
書
類
を
ひ
も
等
で
縛
り
、
若
し
く
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

ィ
ル
ム
等
で
包
装
す
る
こ
と
又
は
当
該
有
害
図
書
類
に
シ
ー
ル
等
で
封

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
有
害
図
書
類
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
条
例
第

九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
写
真
又
は
絵
を
容
易
に
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
次
」
の
下
に
「
の
各
号
」
を
加
え
、
同
条
を
第
四

条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
主
規
制
に
係
る
図
書
類
が
容
易
に
青
少
年
の
目
に
触
れ
な
い
措
置
）

第
三
条

条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た
て
そ
の
他
の
物
に
よ
り
図
書
類
を
陳
列
す
る
場

所
の
一
部
を
仕
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
容
易
に
見
通
す
こ
と
が

で
き
な
い
場
所
を
設
け
、
当
該
場
所
に
当
該
図
書
類
を
陳
列
す
る
こ

と
。

二
　
当
該
図
書
類
を
、
当
該
書
籍
等
の
背
表
紙
の
み
が
見
え
る
よ
う
に
し

て
陳
列
す
る
こ
と
、
当
該
図
書
類
の
名
称
の
み
が
見
え
る
よ
う
に
し
て

陳
列
す
る
こ
と
そ
の
他
の
当
該
図
書
類
の
直
接
人
の
目
に
触
れ
る
部
分

の
う
ち
条
例
第
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら

れ
る
写
真
又
は
絵
を
掲
載
す
る
部
分
以
外
の
部
分
の
み
が
見
え
る
よ
う

に
し
て
陳
列
す
る
こ
と
。

様
式
第
一
号
中
「
第
四
条
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号
を
削
る
。

様
式
第
三
号
中
「
第
６
条
」
を
「
第
８
条
」
に
、
「
よ
つ
て
」
を
「
よ
っ

て
」
に
、
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号
と

す
る
。

様
式
第
四
号
及
び
様
式
第
五
号
を
削
る
。

様
式
第
六
号
中
「
第
８
条
」
を
「
第
９
条
」
に
改
め
、
同
様
式
裏
中
「
関

係
者
の
」
を
「
、
関
係
者
の
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二

条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
五
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

家
畜
防
疫
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
家
畜
保
健
衛
生
所
長
に
委

任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
十
六
号

家
畜
防
疫
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
家
畜
保
健
衛
生
所
長

に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

家
畜
防
疫
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
家
畜
保
健
衛
生
所
長
に
委

任
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
事
務
の
委
任
）

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
□

秋
田
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
□

本
免
許
は
、

年
　
　
月
　
　
日
第
　
　
号
を
も
っ
て
准
看

護
師
籍
に
登
録
し
た
。

第
６
条
　
　
　
第
８
条
　
　
　
　
よ
つ
て
　
　
　
よ
っ

て
　
　
　
　
あ
つ
て
　
　
　
あ
っ
て

第
８
条
　
　
　
第
９
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関

係
者
の
　
　
　
、
関
係
者
の

様
式
第
１
号
　
　
　
様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）

第
　
　
号
　
　
　
　
　
　
よ
つ
て
　
　
　
よ
っ
て

印印
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第
二
条

知
事
の
権
限
に
属
す
る
別
表
に
定
め
る
事
務
（
次
条
及
び
第
四
条

に
お
い
て
「
委
任
事
務
」
と
い
う
。
）
を
所
長
に
委
任
す
る
。

第
三
条
中
「
委
任
事
項
」
を
「
委
任
事
務
」
に
、
「
そ
の
つ
ど
」
を
「
、

そ
の
都
度
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
知
事
の
権
限
行
使
）

第
三
条

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
た
と
き
は
、
委
任
事
務
に
つ
い
て
、
直
接
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と

が
あ
る
。

別
表
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
関
す
る
事
項
の
項
中
「
家
畜
伝
染
病
予
防

法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
」
を
加
え
、
第
九

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
三
号
か

ら
第
十
九
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
八
郎
潟
防
潮
水
門
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
十
七
号

秋
田
県
八
郎
潟
防
潮
水
門
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

秋
田
県
八
郎
潟
防
潮
水
門
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
秋
田
県

規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
確
保
す
べ
き
」
の
下
に
「
調
整
池
の
」
を
、
「
以
下
」
の
下

に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
、
当
該

基
準
日
」
を
「
当
該
日
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
知
事
が
か
ん
が
い
用
水
等
の
供
給
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
二
条
中
「
秋
田
地
域
振
興
局
八
郎
潟
基
幹
施
設
管
理
事
務
所
長
」
を

「
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
八
郎
潟
基
幹
施
設
管
理
事
務
所
長
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

森
林
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書

の
携
帯
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
十
八
号

森
林
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
く
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証

明
書
の
携
帯
等
に
関
す
る
規
則

森
林
組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
百
十
一
条
第
一
項

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す

別
記
様
式
に
よ
る
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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秋
田
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導
入
促
進
基
金
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
十
九
号

秋
田
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導
入
促
進
基
金
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導
入
促
進
基
金
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
八
年
秋
田
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
二
項
中
「
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」

に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
秋
田
県
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
等
企
業
導

入
促
進
基
金
条
例
施
行
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
以
後
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸

し
付
け
ら
れ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
二
十
号

秋
田
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
秋
田
県
規
則
第
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
別
」

を
「
こ
の
規
則
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
し
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す

る
。第

十
五
条
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
六
条
」
を
「
第
十
条
」
に
、
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」

を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
有
料
公
園
施
設
の
利
用
」
を
「
使
用
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
五
条
の
四
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
五
条
の
二

第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
、
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ

る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一

項
」
に
、
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、

「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」

を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
、
「
第
五
条
の
三
」
を
「
第
八
条
」
に
、
「
第
十

二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五

条
第
二
項
、
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二

項
」
に
、
「
第
五
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
条
例
」
を
「
法
、
条
例
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と

す
る
。

第
十
条
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
五
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
加
え
、
「
よ
つ

て
」
を
「
よ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
届
出
）

第
十
四
条

条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
以
下
」
を
「
次
条
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同

条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
、
「
有
料
公

園
施
設
」
を
「
公
園
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
利
用
者
」
を
「
使

用
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
五
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
、
「
と
こ
ろ

に
よ
り
、
」
を
「
様
式
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
者
は
、
」

を
「
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
」

に
、
「
場
合
に
あ
つ
て
は
」
を
「
と
き
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
有

料
公
園
施
設
（
条
例
第
五
条
の
二
第
二
項
の
許
可
を
要
す
る
も
の
に
限

る
。
）
の
利
用
」
を
「
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に

係
る
使
用
」
に
、
「
同
項
」
を
「
条
例
第
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
を
第

九
条
と
し
、
第
五
条
の
三
を
第
八
条
と
し
、
第
五
条
の
二
を
第
七
条
と
し
、

第
五
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を
「
（
法
第
五
条
第
一
項
の
許
可
等
の
更
新
）
」
に
改

め
、
同
条
中
「
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
、
「
許
可
期
間
満
了
」
を
「
当
該
許
可

の
有
効
期
間
の
満
了
」
に
、
「
公
園
施
設
を
設
置
し
、
若
し
く
は
管
理
し
、

又
は
都
市
公
園
を
占
用
し
よ
う
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
行
為
を

し
よ
う
」
に
改
め
、
「
ま
で
に
」
の
下
に
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
」
を

加
え
、
「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
条
例
第
四
条
第
二
項
の
申
請
書
の
添
付
書
類
及

び
添
付
図
面
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
及
び
条
例
」
を
「
の
規
則
で
定
め

る
書
類
及
び
図
面
並
び
に
条
例
」
に
、
「
添
付
書
類
及
び
図
面
」
を
「
書

類
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

条
例
第
四
条
第
二
項
の
申
請
書
等
の
様
式
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
申
請
書
の
様
式
は
、
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
条
例
第
四
条
第
二
項
の
申
請
書

二
　
条
例
第
四
条
第
三
項
の
申
請
書

三
　
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
申
請
書

四
　
法
第
六
条
第
二
項
の
申
請
書

五
　
法
第
六
条
第
三
項
の
申
請
書

別
表
第
一
中
「
許
可
申
請
書
」
を
「
申
請
書
」
に
、
「
図
面
（
第
三
条
、

第
五
条
の
四
」
を
「
添
付
図
面
（
第
四
条
、
第
九
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
第
五
条
、
第
五
条
の
二
」
を
「
第
六
条
、
第
七
条
」
に
改

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
十
九
年
三
月
三
十
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
使
用
航
空
機
」
を
「
使
用
し
よ
う
と
す
る
航

空
機
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
使
用
の
日
時

四
　
使
用
の
目
的

第
二
条
第
二
項
中
「
空
港
施
設
使
用
（
使
用
変
更
）
届
出
書
」
を
「
別
に

定
め
る
様
式
に
よ
る
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
空
港
施
設
使
用

報
告
書
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
報
告
書
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
使
用
許
可
」
を
「
使
用
の
許
可
」
に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
空
港
施
設
使
用
許
可
申
請
書
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る

申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
工
作
物
設
置
等
許
可
（
変
更
許
可
）
申
請
書
」
を

「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
戸
籍
抄

本
又
は
登
記
事
項
証
明
書
、
実
測
図
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
」
を
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「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一
　
個
人
に
あ
つ
て
は
戸
籍
抄
本
、
法
人
に
あ
つ
て
は
登
記
事
項
証
明
書

二
　
実
測
図

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
五
条
第
一
項
中
「
構
内
営
業
許
可
申
請
書
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
個
人
に
あ
つ
て
は
戸
籍
抄
本
、
法
人
に
あ
つ
て
は
登
記
事
項
証
明
書

第
六
条
の
見
出
し
中
「
納
付
時
期
」
を
「
納
付
の
時
期
」
に
改
め
、
同
条

中
「
着
陸
料
等
納
付
時
期
特
例
承
認
申
請
書
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
着
陸
料
等
に
あ
つ
て
は
着
陸
料
等
減
免
申
請
書
を
、
土
地
使

用
料
に
あ
つ
て
は
土
地
使
用
料
減
免
申
請
書
」
を
「
別
に
定
め
る
様
式
に
よ

る
申
請
書
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

二
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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